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TX沿線葛城地区緑地における保全活動支援協定書交換式の 

開催結果について 
 

  

 この度、日本ノボパン工業（株）、SMB建材（株）、パナソニック内装建材（株）の
３者より、木材を使用する企業としての環境への取り組みの一環として、TX沿線葛城
地区緑地の保全活動を支援するための寄附の申出があり、寄附金の活用に関する協定
書の交換式を下記のとおり開催いたしましたので、お知らせします。 
 

記 
１ 協定書交換式 
（１）日   時 令和８年３月 23日（月）13時 30分から 
（２）場   所 立地推進部長室（県庁舎 15階 北側） 
（３）主な出席者【寄附企業】 
          日本ノボパン工業株式会社 代表取締役社長 山本 拓様 

SМＢ建材株式会社 代表取締役 社長執行役員 山口 善基様 
パナソニック内装建材株式会社 代表取締役社長 酒井 順也様 

【県】 
茨城県立地推進部長 池田 正明 
茨城県立地推進部 特定プロジェクト推進監 加藤 卓志 

２ 結 果 
   各社からは、保全活動に係る協定書交換にあたり、以下の発言がありました。 
   ・日本ノボパン工業株式会社 山本 代表取締役社長      

以前は環境に関心のある企業は少なかったが、時代が追い付いてきたと感
じる。つくば市に工場を持つ企業として、茨城県の力になれるような協定を
結ぶことができて光栄と考えている。 

   ・SМＢ建材株式会社 山口 代表取締役 社長執行役員     

長年、環境に配慮しながら木質素材を効率よく使う取組をしている。今回
の寄附が、葛城地区緑地の保全が進む一助になれば良いと考えている。 

・パナソニック内装建材株式会社 酒井 代表取締役社長 

森林を絶やすことなく持続的に緑を紡いでいくという思いで”つむぎの
森”の取組をしている。様々な社会問題を解決するきっかけになればよい
と考えている。 

 
これに対し、当部の池田からは、以下のとおり謝意を述べました。 

今回の寄附の申出は、企業からのご賛同の第１号であり、今後の緑地の保

全活動への大きな弾みになると、大変期待している。これを機に、行政と企
業との連携を一層深め、自然と共生する魅力ある都市づくりを進めていき
たい。 

 
 
 



３ 協定概要 

  （１）協定期間 令和８年３月１日～令和 13年２月２８日までの５年間 
  （２）寄 附 額 100万円／社（３社合計 300万円） 

（３）寄附要件 葛城地区緑地の保全活動への活用 
        緑地内に寄附企業の看板設置 等  

 ・つくばエクスプレス研究学園駅か
ら 1km程度北に位置。 

・面積 14.1ha 
・市街地にあって、希少な動植物が
多種多様に生息する貴重な里山の
姿を残す。 

・現在は、NPO法人が中心となって保

全活動を行い、自然観察会などの
環境教育のほか、学術研究のため
の生態調査などのフィールドとな
っている。 

関連 WEBページ：https://www.pref.ibaraki.jp/kikaku/tsushin/keiei/documents/ryokuchi.html 

 

 

（集合写真） 

 

写真 左から 
パナソニック内装建材株式会社 代表取締役社長 酒井 順也 様 
SМＢ建材株式会社 代表取締役 社長執行役員 山口 善基 様 
茨城県立地推進部長 池田 正明 

日本ノボパン工業株式会社 代表取締役社長 山本 拓 様 
茨城県立地推進部 特定プロジェクト推進監 加藤 卓志 
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